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¸Àゼ¿ティブサマúー

林業�今、<ûーûチ·ンジ=~只中にある

2026年3⽉現在1⽇本~林業経営層|直⾯wvい»~�1単z»<IT~導

⼊=w�zく1産業~前提条件そ~も~|書}換わ»<ルールチ·ンジ=

wy2林業を<アúロÀを前提xwた伝統産業={¹<÷ジタルを前提とし

たソフø¶·ア産業=へx再定義y»時|来~wた2

最Ý要概念�<ツインターボ顧客価値創造¸ンジン=~実装wy2ソフø¶

·ア{¸»⾼速·⾼頻度z価値創造x1ýッøワー¿効果{¸»þンúûア

z成⻑を組�合わせたこ~モ÷û|1林業~未来を決定w~y2

2026年度~林Þ庁予算案w�1スマーø林業·DX推進{4億300

万円1Àúーン成⻑全体w�182億円規模~⽀援|投x¹¼vい~

y2

経営者への問い

あなたは今、⾃社を何と定義していますか？

旧定義

⽊材を売る林業者

新定義

アナログな⽊材も売るソフト¶·ア企業



影響調査

<アナログ前提=から<デジタル前提=へのルールチェンジ

÷¸タûを前提xす»x�1÷ータ活⽤が<⽬的=w�zく<前提=xzº1すべv~意思決定がúアûタイム÷ータ{基uく<実験=xしv

⾏わ¼»状態を指します2

項⽬ アナログ前提ÿ旧ルールĀ デジタル前提ÿ新ルールĀ

顧客~価値観 òþÿ丸太·製材Ā~所有 コøÿサービ¹·環境価値Ā~利⽤

ýóøワーク効果 zしÿúニアz成⻑Ā 必須ÿþンúニアz成⻑Ā

顧客価値~種類 3種類ÿ交換·知覚·使⽤Ā 5種類ÿ＋体験·共感価値Ā

価値創造÷ýセ¹ ⾃然吸気型ÿúニアĀ ôインターボ型ÿþンúニアĀ

成⻑戦略 üóùオー·óンw~戦い üóùオー·óン内{öûーオー·óンを創»
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4C理論フレームワーク

⽣成AI時代のビ¸ネ¹アーキテクチャ

<DXP~4C理論=�1価値をコアÿCoreĀ{ら⽣成w1コンテナを通xvコンテキスト{最適化さ¼たコンテンツxwv提供y»考え⽅w

y2事業者�<完成品=を売»~w�z�1AI|顧客~状況{合わせv価値を<編曲=y»ため~<楽譜ÿコ²Ā=を提供w~y2

コンöキ¹ø

顧客~状況

例：持続可能z資材調達を急�建築会社1»ーüンºフセóøを

求め»IT企業

コンöナ

価値を届�»場

例：森林÷¸タûô´ン1顧客所有~AI¸ー¸·ンø1J-クü¸

óø市場

コンöンô

提供さ¼»価値

例：単⽊単位~øüーサビúö³情報1⽔源涵養効果~可視化ü

ýーø

コ²

価値~源泉

例：LiDAR÷ータ1気候変動·ミュüー·ョン1⽣成AI~学習済

�モ÷û

建築会社|⽊材調達時1そ~⽊~CO2吸収量zy~<コ²÷ータ=を提供y¼�1顧客側~AI¸ー¸·ンø|⾃社~ESGüýーøx

いう<コンöンô={⾃動変換w~y2



デジタルツインと⾃律型機械

物理空間とサイバー空間の融合

デジタルツインの進化

2026年3⽉現在1÷¸¿ûôイン�単zる3Dビ¸ュアûを超え1物

理情報AIÿPhysics-informed AIĀへx進化しvいます2

OCELLÿドイツĀ：航空写真·LiDAR·地上÷ー¿をAIw統合

し181万ha以上~森林を÷¸¿ûôイン化2将来~炭素貯蔵量を

予測し1科学的{検証可能z»ーボン¿ü¸óøを発⾏2

⾼尾100年の森ÿ国内Ā：¹öùーÀúーン·佐川急便·Water 

Scape~3社が1衛星÷ー¿xAIw<⽔源涵養効果~可視化=を

実現2

⾃律型林業機械の最前線

360度AI認識·¹öð

SLAM技術wGPS不安定z森林内wもセンÁñーøû単位~⾃

⼰位置特定が可能2

深層学習{よる間伐⽀援

樹種·胸⾼直径·樹勢をúアû¿イð識別し1管理⽬標{合わ

せた最適z抜取⽐率を¼イù2

予測保全ÿPredictive MaintenanceĀ

Metsä Fibre~事例w�1AI{よる故障予測wÀウン¿イðを

20%削減2
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国内ロールモ÷ル

⽇本国内：多⾯的価値の<コø=化

1

<森か�=÷ロ¸·¿øÿNTTù
コòビ¸ネ¹Ā

2026年度よº本格始動2森林を<⽣産

林=x<環境林={¾ーニンÀし1}¼

~¼の価値を÷¸¿ûw管理·登録2森

林の<交換価値=��wz�<共感価

値=を市場{繋�¸コ·¹öムを構築し

ます2

2

王⼦ûーû÷³ンÀ¹×ôマハ発動
機

無⼈øúコ÷¿ーを⽤い�<単⽊単位=

のúòーøセン·ンÀ技術を確⽴21本1

本の⽊{÷¸¿ûIDを付与す»{等し

�1欧州EUDRへの対応や⾼付加価値

<¹マーø資材=の提供を可能{しま

す2

3

⾼性能林業機械の稼働率最適化

ÿ国内先進Àûー÷Ā

÷¸¿û活⽤{よº施業地の連続性を確

保し1機械の稼働率を極限まw⾼めvい

ます2úニ²z÷ロセ¹を⾼速化す»

<第1の¿ーüチóー¸óー=の実装例w

す2
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戦略的提⾔

<ôインターボ顧客価値創造エン¸ン=の実装

第1のターボ：リニアなプロセ¹の⾼速化

01

⾼速·⾼頻度zPDCA

LiDARや衛星÷ータw毎⽇~成⻑·現場変化を<常{繋|»=状態

w把握2<実験x反応=~サイ¿ルw施業成ß率を⾼め~す2

02

体験価値·共感価値~追à

顧客|森林~成⻑を⾒守º1環境貢献を実感w}»÷¸タルプラó

øフ¹ームを提供2交換価値を超えた<共感価値=を価格{乗せ~

す2

第2のターボ：ネóトワーク効果の創出

01

¸コ·¹öム~構築

地域~他社·取引先x÷ータを共有す»¸コ·¹öムを構築2参à

者|増え»ほy÷ータ~価値|⾃⼰増幅し1競合へ~⾼い参⼊障壁

xzº~す2

02

⾼い¹イóチンÀコ¹ø~構築

顧客~建築設計·¹öムx⾃社÷¸タルôインをAPIw直接連携2⼀

度組�込~¼¼�他社へ~乗º換え�困難{zº1安定的z収益基

盤|確保さ¼~す2



戦略的提⾔

<無選択型意思決定=への現場適応とöルーオーシャンの創
出

現場のシõト：<選ぶ苦悩=から<承認する権威=へ

AIア·¹øの標準化

NFAのようz間伐⽀援·¹

öムを積極導⼊し1現場の

属⼈性を徹底的{排除しま

す2

ú¹キúングへの集中

投資

<森林·林業担い⼿育成総

合対策ÿ56億円Ā=を活⽤

し1現場員を<÷¸タûを

使いこzす管理者=へ学び

直させます2

ブルーオーシャンの創出

üóùオー·ャンÿ既存~⽊材市場Āw戦い続け»~�衰退を待つ

に等しい2÷¸タûôインを⽤いv⾃¹<場=を創º1そこをöû

ーオー·ャンにしvく�さい2

森林¿レ¸ットの⾼度化：⽔源涵養‧⽣物多様性~実証÷ータ

が付随し�<÷üÿアĀ‧クü¸óø=を創出

⾼い¹イッチンÀコ¹ト：顧客·¹öĀx~API連携w競合へ

~乗º換えを困難に



2026年度政策⽀援の戦略的活⽤

国の⽀援策を<呼び⽔=として最⼤活⽤せよ

4億円
¹マーø林業·DX推進

⾃動化·遠隔操作技術~導⼊1戦略拠点~構

築{活⽤w}ます2

56億円
担い⼿育成総合対策

DX時代{対応し�⼈材~確保xú¹キúンÀ

{活⽤w}ます2

182億円
Àúーン成⻑⽀援

川N{¹川Oまw~サプùイÁェーン·÷¸

¿û化全体を⽀援します2

こ¼¹~予算を活⽤し1初期投資~ú¹¿を抑えtt⾃社~÷¸¿û基盤を強化しvく�さい2特{<戦略拠点~構築=w�1地域⼀体xz

sv÷¸¿û技術をフû活⽤す»úーÀー·ップを執»こx|1将来~地域~<場=を⽀配す»こx{繋|ºます2
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